
２
０
２
３
年
８
月
１
８
日
〜
２
０
日
、

日
本
橋
ふ
く
し
ま
館 - M

idette(

ミ

デ
ッ
テ)

で
「
い
い
た
て
村
フ
ェ
ア
ー
」

が
開
催
さ
れ
た
。
会
場
で
は
、
飯
舘
野

菜
・
ス
イ
ー
ツ
・
飯
舘
の
お
酒
、
飯
舘

の
花
「
飯
舘
ブ
ー
ケ
」
の
展
示
即
売
が

行
わ
れ
た
（
写
真
１
、
２
）
。
記
者
の
イ

チ
オ
シ
は
「
里
山
の
黒
真
珠
・
な
つ
は

ぜ
ゼ
リ
ー
」
、
超
絶
品
ま
さ
に
高
級
レ

ス
ト
ラ
ン
の
デ
ザ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
趣

き
、
記
者
の
自
家
製
カ
ス
ピ
海
ヨ
ー
グ

ル
ト
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
み
た
（
写
真

３
）
。
合
同
会
社
・
ニ
コ
ニ
コ
菅
野
農

園
の
一
品
。 

　
さ
て
今
回
の
フ
ェ
ア
ー
に
は
特
別
の

「
出
し
物
」
が
登
場
。
飯
舘
村
佐
須
の

「
氣
ま
ぐ
れ
茶
屋
ち
え
こ
（
代
表
者
・

佐
々
木
千
榮
子
さ
ん
）
」
が
出
店
。

「
き
ま
ぐ
れ
定
食
」
は
２
０
日
昼
食
限

定
。
館
内
の
厨
房
で
は
千
榮
子
さ
ん
・

か
お
り
さ
ん
親
娘
が
フ
ル
回
転
（
写
真

４
、
中
央
千
榮
子
さ
ん
、
左
が
娘
の
か
お
り
さ

ん
）
。
「
ち
え
こ
茶
屋
」
は
飯
舘
村
の

合
併
の
は
な
し
が
な
く
な
り
独
立
の

村
と
し
て
残
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
平

成
１
６
年
（
２
０
０
４
年
）
に
自
分
と
し

て
「
残
し
た
い
も
の
が
あ
る
」
と
決
意

し
て
開
店
。
初
め
に
取
り
組
ん
だ
の
が

ど
ぶ
ろ
く
、
特
区
認
定
を
受
け
、
ど
ぶ

ち
ぇ
「
白
狼
」
誕
生
。
こ
の
日
「
純
米

大
吟
醸
飯
舘
」
「
純
米
酒
復
興
」
と
並

び
３
種
飲
み
比
べ
（
写
真
５
、
左
か
ら
飯

舘
、
復
興
、
白
狼
）
。
お
目
当
の
「
気
ま
ぐ

れ
定
食
」
、
お
こ
わ
，
し
み
餅
、
味
噌

じ
ゃ
が
、
ず
ん
だ
ナ
ス
に
特
級
の
梅
漬

け
が
嬉
し
い
（
写
真
６
）
。
千
榮
子
さ
ん

「
飯
舘
の
い
い
と
こ
ろ
、
自
然
に
食
べ

物
に
や
っ
ぱ
り
人
間
性
」
（
写
真
７
）
。

心
に
し
み
る
ひ
と
こ
と
で
し
た
。

（
文
責
＆
撮
影
・
若
林
一
平
）
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再生 短信
い
い
た
て
村
が
日
本
橋
に
！
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